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第１次 スイミーのすごさとは  ……２時間  
第２次 スイミーのすごさを再発見……２時間  







































Ｐ４ みんな違ってみんないい。  

























































































































































































きたのか          ……２時間 
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５．成果と課題  
 
ここでは，二つの実践から，幼小期の通教科
的能力の育成のあり方について考察する。  
今回は，両学年ともに，幼稚園児および中学
生の読みの解釈を踏まえて授業のねらいを設定
して実践を試みた。  
２年生では，教師が子どもたちに新たに出会
わせたいと考える読みの解釈を的確に設定する
ことができた。その結果，新たな読みの解釈を
見出すという，よりよく読む経験をすることが
できた。  
３年生では，物語の要素を関連づけながら読
むというねらいを設定することができた。その
結果，主人公の様子と出来事とを関連づけたり，
題名の意味を考えさせたりすることによって，
題名の意味や物語の主題について考えさせるこ
とができた。 
このように，読みの系統性を踏まえた課題設
定を通して上位学年の読みに近づく学習活動に
より，通教科的能力の育成に資することができ
たと考える。  
今後は，小学校高学年や中学校での実践へと
広げ，幼小中12年間を見通した通教科的能力の
育成につなげていきたい。  
 
６．おわりに  
 
本学校園の国語科では，学習者が「言葉の世
界を広げ自らの学びを探究していくこと」を目
的として，「他者の言葉をとおしたかかわり合い
の場」を意図的・計画的に設定した実践を積み
重ねてきた。2014年度は，「学習に対する関心・
意欲」を高めるための切り口として，粘り強く
課題に取り組もうとする姿勢である「向上性」
に着目し，読むことの領域において，「ことばの
おもしろさを感じ，学ぶ楽しさをつくりだす授
業づくり」に取り組んだ。今回の実践研究では，
その取り組みを継続・発展させるとともに，通
教科的能力との関係性を明確にするために，発
達の段階に応じて「国語の運用能力」を向上さ
せていく手立ての開発に力を注いだ。 
 
 
 
 
 
本研究において考察対象とした「物語を読む
学習指導」は，「記録，要約，説明，論述などの
言語活動を行う能力」の育成を重視する立場か
らみれば，通教科的な能力とは縁遠いものと受
けとめられるかもしれない。しかし，「本のおも
しろさを感じ取ること」や「物語の要素を関連
づけながら読み，自分なりに意味づけることが
できるようになること」は，「生涯にわたって読
書に親しむ態度を身につけること」や「自分の
生き方について考える姿勢を身につけること」
に繋がるものである。また，「多様な読みと出会
い，その違いを認め合いながら，自らの読みを
深めていく学習過程を実現すること」は，コミュ
ニケーション能力や想像力の育成に寄与するも
のである，と位置づけることができる。 
本研究において特徴的なのは，児童・生徒の
読みの実態調査をもとに，「到達したい読みの
姿」を具体化した点にある。また，話し合いの
充実・深化を促すために，課題設定に工夫を凝
らし，逆接の接続詞「でも」や「主人公が変容
するきっかけ」に着目させた点にある。このよ
うに作品の本質に迫りうる「言語表現の細部」
や「構成要素の関係性」に着目して意見を交わ
し合う機会を設定することが，言語感覚を豊か
にすることに繋がるのである。さらに，ともに
学びあう「場」を形成するために，「読み聞かせ」
を導入して物語の世界を共有したり，「発表用
ボード」等を活用して各自の意見の明確化と交
流の活性化を促したりした点にも注目したい。 
この後，子どもたちの「物語を読む力」はどの
ように発達していくのであろうか。引き続き幼
小中12年間を見通した研究を推進したい。  
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